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１．課題意識と研究の目的

今後の予期できぬ社会の変容の中において，事象

の起こり得る確からしさに基づいて合理的に物事を

判断し，行動する力を身につけておくことは，極め

て重要なことであり，その力の育成は，子どもたち

，が直観的・主観的な確率概念を発達させる段階から

子どもたちの認知過程に基づいて行うべきものであ

ると考えている。第３回国際数学・理科教育調査の

報告書においては，確率を直観的に扱うことが国際

的に重要視されているという指摘がなされており，

日本の児童については，小学校第３学年の段階にお

いて，直観的に確率を捉え始めていると報告されて

いる。日本の初等教育においては，昭和４３年版の

学習指導要領において，確率が導入されたが，明確

， ，な根拠が示されないまま 昭和５２年版で軽減され

さらに平成元年版からは削除されている。現在，我

が国では，確率は中学校第２学年において初めて学

習する内容となっているが，その指導内容は，経験

的確率による定義づけを行うとすぐに数学的確率へ

と繋ぎ，場合の数に基づく計算処理によって解決さ

れる問題を数多く提示して解かせるという学習展開

が一般的である。このような展開は，子どもたちの

認知過程に基づいて，子どもたちが有する生活的概

念としての直観的・主観的な確率概念と，科学的概

念としての数学的確率や経験的確率の概念を統合さ

。せていく過程を重視したものとは言えないであろう

このように，筆者は，社会的な要請から，国際的な

見地から，さらに，児童の実態や現在の学習指導の

実態から，初等教育段階において児童の確率概念の

。発達を促す学習指導を行う必要性を強く感じている

本研究は，小学校段階における児童の確率概念の

様相を考察するとともに，初等教育における確率概

念の発達を促す学習材についての開発研究を行うこ

とを目的としたものである。

２．研究の概要

（１）基礎的考察

①日本の初等教育における確率指導の変遷

日本の初等教育における確率指導について，学習

指導要領と算数教科書の史的考察を行った。考察を

通して，昭和５２年版の学習導要領の改訂で，数学

的確率から統計的確率への指導観の転換が図られな

がらも，教科書の内容にはその主旨が十分に生かさ

れていなかったことを指摘した。次に，実践的な先

行研究として，昭和２７年以降の日本数学教育学会

誌に掲載された論文の考察を行った。そこには，特

に，数学的確率重視の指導への批判と，統計的確率

に基づく確率の概念形成の主張が多く見られた。ま

た，第３回国際数学・理科教育調査における確率の

問題に関する日本の小・中学生の実態を考察した。

ここでは，小中の共通問題における中学生の国際順

位の落ち込みと，内容領域別の相対的成績の落ち込

みの結果から，より早期の段階での確率指導の必要

性を指摘した。

②諸外国の初等教育段階での確率指導

我が国より早期の段階で確率指導を取り入れてい

るアメリカ，イギリス，ドイツのカリキュラムにつ

いて考察し，初等教育段階における確率指導の在り

方への具体的な示唆を得た。

（２）算数科における学習材開発の理念

教育の最終的な目的は自立した人間の育成にある

という立場から，まず，算数科における学習材開発

の基本理念を提示した。また，カリキュラムの本来

の意味としての「学びの履歴」の中には，学校教育

以前の「生活経験としてのカリキュラム」が存在し

ていることから 「意図したカリキュラム」を出発点，

とするカリキュラム概念を拡張する必要性を指摘し

た。また，生活的概念との関連も含めて，学習材と

して確率を取り上げることの重要性とその特性につ

いて述べた。

（３）児童の確率概念の発達に関する実態調査

児童の確率概念の発達に関する実態調査の考察を

行なった。まず，小学生から大学生までを調査対象

とした共通問題についての横断的考察から，小学校

段階において，既に，児童が直観的・主観的な確率

判断を行う傾向を示していることや，そこに，数学

。 ，的確率とのずれが生じていることを指摘した また

遊びの経験と具体的な問題場面における確率判断と

の独立性の検定において，遊びの経験がかえって誤



った確率判断を導く結果が考察されたことから，不

確定な事象を素材にした遊びを学習活動に取り入れ

， ，る際には ただ遊びを体験させればよいのではなく

質的な観点から，活動記録を客観的に考察する場の

構成が必要となることを指摘した。次に， とVinner
による共通概念経路の検定の手法を，確Hershkowitz

率に関する同素材・同種類の問題間の共通認知経路

， 。 ，の検定に適用し その結果を考察した 考察の結果

カードゲーム，玉引き，ルーレットを素材とする問

題間の共通認知経路がそれぞれ認められ，学習材の

。 ，内容や提示方法などへの具体的な示唆を得た また

この結果は，認知経路に基づく学習の必要性と可能

性を示唆するものであった。また，児童・生徒が捉

えた事柄の起こりやすさを数直線上に位置づけるこ

とによって数量化した結果，評定値（児童が位置づ

けた位置）と基準値（数学的確率を示す位置）との

偏差が，小学校の段階で大きく減少していることが

分かり，この結果から，小学校児童が既に確率概念

を発達させていることを指摘した。また，同調査か

ら，離散的な素材と連続的な素材による確率判断の

相違も示された。次に，直観的・主観的判断による

誤認知としてのヒューリスティックスに関する実態

を横断的に考察し，確率判断における誤認知の変化

についての仮説を立てた（表１ 。また，この仮説か）

ら，年齢とともに誤認知が高まる傾向が見られたヒ

ューリスティックス（複合と単一の事象，標本サイ

ズの影響）に関して，小学校段階から学習を行う必

要性を指摘した。

（４）確率概念の発達を促す学習材開発の理念

上述した考察から得られた知見に基づいて，確率

概念の発達を促す学習材開発の理念を整理した。表

２は，理念を簡略化して示したものである。

表２ 確率概念の発達を促す学習材開発の理念

．学習目標・概念形成に関する理念Ⅰ

理念① 統計的確率に基づく確率の概念形成

理念② 統計的確率から数学的確率へ

．学習内容・素材・用語に関する理念Ⅱ

理念③ 不確定要素を対象とする遊びの導入

理念④ 遊びの経験に基づく学習材の選択

理念⑤ 共通認知経路に基づく学習材の提示

理念⑥ 離散的な素材から連続的な素材へ

理念⑦ 年齢と共に高まる誤概念への対処

理念⑧ 現行のカリキュラムとの関連づけ

理念⑨ 低学年の教室の日常会話から

理念⑩ 確率に関連する言葉を用いての話し合い

．学習方法・学習過程に関する理念Ⅲ

理念⑪ 予想，試行・記録，記録に基づく話し合い

理念⑫ 生活的概念と科学的概念のずれへの着目

理念⑬ 誤謬や誤概念についての話し合い

理念⑭ 直観的・主観的確率の数量化

これらの理念に基づいて，共通認知経路を生かし

た学習材，ヒューリスティックスの改善を意図した

学習材，確率の数量化を促す学習材，遊びの経験に

基づく学習材を開発した。最後に，開発した学習材

について，素材による分類・整理と，確率概念の内

容を観点にした分類・整理を行い，それぞれ，学年

別目標系統表を提示した。

３．今後の研究課題

今後は，次のような取り組みを行う。

， ，・本研究で行った実態調査を ６年間継続して行い

初等教育段階における確率概念の発達の様相につい

ての縦断的な考察を加える。

。・開発した学習材を用いての授業研究・評価を行う

・理論研究の深化と実態調査の縦断的な考察，授業

研究と評価にもとづいて，開発・提案した学習材と

学年別目標の系統表の改善を図る。
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表 １ 確 率 判 断 に お け る 誤 認 知 の 変 化

ヒ ュ ー リ ス テ ィ ッ ク ス 年 齢 に よ る 誤 認 知 の 変 化

・ 代 表 性 年 齢 と と も に ， 徐 々 に 減

・ 負 の 新 近 効 果 少 す る 。

・ 連 言 錯 誤

・ 検 索 容 易 性 年 齢 に 関 わ ら す ， 比 較 的

・ 時 間 軸 の 影 響 低 く 安 定 し て い る 。

・ 複 合 と 単 一 の 事 象 年 齢 と と も に ， 徐 々 に 高

・ 標 本 サ イ ズ の 影 響 ま る 。


